
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
、
適

正
な
管
理
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

浄
化
槽
法
で
は
次
の
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
定
期
的
な
保
守
点
検

②
年
１
回
の
清
掃

③
法
定
検
査
の
受
検
（
使
用
開
始
　

後
お
よ
び
年
１
回
）

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
適
正
に

維
持
管
理
さ
れ
、
本
来
の
浄
化
槽
機

能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を
判

定
す
る
も
の
で
、

（社）
青
森
県
浄
化
槽

検
査
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
１
７
―
７
２

６
―
９
５
０
０
）
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
時
や

廃
止
時
、
所
有
者
の
変
更
時
な
ど
に

は
、
弘
前
環
境
管
理
事
務
所
（
℡
０

１
７
２
―
３
１
―
１
９
０
０
）
へ
の

届
出
等
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
　
く
ら
し
の
窓
口
班

（
内
線
１
５
１
）

2012年（平成24年）８月号　 14鶴田町役場 ℡0173（22）2111

町
で
は
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業
振
興

地
域
内
に
『
農
用
地
区
域
』
を
設
定
し
、

こ
の
区
域
を
農
業
上
の
用
途
に
供
す
る

土
地
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

８月31日（金）は
国民健康保険税２期分
町・県民税２期分
の納期限です

鶴田町

浄
化
槽
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

農
振
除
外
の
申
請
を

受
付
し
ま
す

須郷惠氏が法務省より町の人権擁護委員として委嘱（７月１日
付け）されました。任期は、平成27年６月30日までの３年間。
なお、前任者の菊地勝敏氏は、平成24年７月１日をもって人権

擁護委員を退任されました。長い間にわたりお疲れさまでした。
人権擁護委員とは……人々の間に正しい人権の考え方を広め、自由人権思想の
啓発に努めるとともに地域住民の人権が侵されないように監視する。もし、人
権が侵された人がいた場合は、相談相手になり、適切な処置を講ずることによ
って救済することなどを職務とし、町に設置され法務大臣から委嘱される民間
のボランティアです。

人権擁護委員のご紹介

須郷　 惠
すごう・さとし
（63歳・境）

県
民
手
帳
予
約
受
付
中
！

来
年
の
青
森
県
民

手
帳
（
２
０
１
３
年

版
）
の
購
入
予
約
申

し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
　

《
本
体
》

青
森
県
市
町
村
区
画
図
、
年
間
・
月

間
・
週
間
予
定
表
、
過
去
５
年
間
の

天
気
、
青
森
県
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

な
ど

《
分
冊
》

「
ふ
る
さ
と
便
利
帳
」

・
資
料
編
（
県
の
概
要
、
都
道
府
県

お
よ
び
市
町
村
の
主
要
統
計
、
市

町
村
紹
介
な
ど
）

・
名
簿
編
（
議
員
名
簿
、
県
内
主
要

官
庁
等
所
在
地
、
都
道
府
県
庁
所

在
地
な
ど
）

・
生
活
編
（
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
、

ふ
る
さ
と
の
主
な
行
事
、「
道
の

駅
」
案
内
な
ど
）

《
色
》
黒
、
青
、
黄
、
緑
、
赤
の
５
色

●
発
行
時
期

平
成
24
年
10
月
中
旬
　
※
発
行
後
は

書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

●
価
格

５
０
０
円
（
縦
15
㎝
×
横
8.5
㎝
）

●
申
し
込
み
方
法

８
月
24
日
（
金
）
ま
で
、
申
込
書
に

現
金
を
添
え
て
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
総
務
課

ま
ち
づ
く
り
班
に
あ
り
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
ま
ち
づ
く
り
班

（
内
線
２
６
４
）

・情報満載の県民手帳

農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
用
地
以

外
の
用
途
（
住
宅
の
建
築
な
ど
）
に
利

用
す
る
場
合
、
事
前
に
『
農
振
除
外

（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
）』
の
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
請
の
受
け
付
け
は
、
３
月
と

９
月
の
年
２
回
で
、
受
け
付
け
の
翌
月

か
ら
各
関
係
機
関
と
の
調
整
・
協
議
や

公
告
・
縦
覧
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、

認
可
さ
れ
る
ま
で
約
６
か
月
間
を
要
し

ま
す
。

な
お
、
近
年
、
国
県
な
ど
の
事
業
に

よ
り
、
除
外
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

平
成
24
年
９
月
３
日
（
月
）
〜

24
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先

産
業
観
光
課
　
農
地
班
　

（
内
線
２
９
４
）

自
主
防
災
組
織
に
つ
い

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
近
年
各

地
で
発
生
し
て
い
る
集
中
豪
雨
な
ど

の
災
害
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
域
の

防
災
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

去
る
７
月
24
日
（
火
）、
鶴
田
町
国

際
交
流
会
館
に
お
い
て
、
各
地
区
行

政
推
進
員
の
方
々
へ
の
「
自
主
防
災

組
織
結
成
に
係
る
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
対
策
基

本
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
任
意
の
自

発
的
な
防
災
組
織
で
あ
り
町
内
会
を
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子どもの悩みや心配事の相談を電話
で受けています。秘密は厳守されます
ので、お気軽にご利用ください。
■相談先
教育委員会（内線210・250）

■相談日時
月～金曜日　午前８時30分～午後　
４時30分（土・日曜日、祝祭日、
年末年始を除く）

教育相談電話 行政・人権相談夕 ぐ れ 窓 口
９月の夕ぐれ窓口を次のとおり町民生活課窓口

で開設します。
■開設期日　９月14日（金）、９月28日（金）
■開設時間　午後５時～６時
閉庁後に戸籍抄本・謄本（午後５時までに電話

での申し込みが必要）や印鑑証明書、住民票が必
要な方、町に対する苦情や意見、要望のある方は、
どうぞお気軽においでください。

町では、町民の皆さんの行政に対する意見や
要望、また日ごろ生活する上での困り事など、さ
まざまな内容の相談を受けるための行政相談と人
権相談を行っています。９月の相談日は次のとお
りです。
■期　　日　９月10日（月）
■相談時間　午前10時～午後３時　
■場　　所　鶴田町国際交流会館１階102研修室

【４か月児健康診査】
・月　日　９月５日（水）
・受　付　午後１時～１時10分
・場　所　鶴遊館　　　　　
・対　象　平成24年４月生
・内　容　小児科診察・離乳食のすす

め方など

【10か月児健康診査】
・月　日　９月５日（水）
・受　付　午後１時20分～１時30分
・場　所　鶴遊館　　　　　
・対　象　平成23年10月生
・内　容　小児科診察・予防接種、虫

歯予防のお話など　

【７か月児健康相談】
・月　日　９月７日（金）
・受　付　午前９時20分～９時30分
・場　所　鶴遊館　　　　　　

乳 幼 児
健康診査

・対　象　平成24年１月生
・内　容　育児健康相談・離乳食の作　

り方実演・試食（食事用の
エプロン、おしぼり等をお
持ちください）

【１歳６か月児健康診査】
・月　日　９月26日（水）
・受　付　午後12時30分～40分
・場　所　鶴遊館　　　　　　
・対　象　平成22年12月～

23年２月生まれ
・内　容　小児科・歯科診察　

発達・育児相談

※バスタオル・母子手帳を忘れずにお
持ちください。また、風邪などの病気
のあるお子さんは次回の健診を受けら
れますので、事前に保健師まで連絡し
てください。

■問い合わせ先
保健福祉課　健康長寿班（内線135）

中
心
に
活
動
し
て
い
る
の
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
対
策
基

本
法
で
は
、
住
民
は
自
ら
災
害
に
備
え

る
た
め
の
手
段
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

自
発
的
な
防
災
活
動
に
参
加
す
る
な

ど
、
防
災
に
寄
与
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
、
今
年
１
月
現
在
で
32
・
５
％
。
全

国
平
均
は
75
・
８
％（
昨
年
４
月
現
在
）

で
青
森
県
は
下
位
か
ら
２
番
目
で
、
県

内
で
は
蓬
田
村
と
当
町
で
組
織
が
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
４
月
に
野
木
地
区
で
当
町
最
初

の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
８
月

現
在
で
８
地
区
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

県
と
町
で
は
自
主
防
災
組
織
の
組
織

化
を
促
進
し
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て

も
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
る
」
と

い
う
自
覚
、
連
帯
感
を
も
ち
、
地
域
の

皆
さ
ま
が
一
体
と
な
っ
て
自
主
防
災
組

織
の
結
成
に
つ
い
て
ご
検
討
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
結
成
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
人
事
行
政
班

（
内
線
２
７
１
）

「
原
子
力
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

の
お
知
ら
せ

県
で
は
直
接
対
話
等
に
よ
り
原
子
力

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

原
子
力
と
放
射
能
の
基
礎
か
ら
原
子

力
を
め
ぐ
る
最
新
の
状
況
ま
で
幅
広
く

解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
意
見
・
ご
質
問
を
お
受
け
す

る
ほ
か
、
放
射
能
を
利
用
し
た
製
品
の

紹
介
や
実
演
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

平
成
24
年
８
月
27
日
（
月
）

午
後
３
時
〜
５
時
50
分

●
会
場

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
―「
豊
明
館
」

多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容

○
解
説
「
放
射
能
の
基
礎
」

東
京
大
学
環
境
安
全
本
部
主
幹

准
教
授
　
飯
本
　
武
志
氏

○
展
示
・
実
演
「
く
ら
し
に
役
立
つ

放
射
能
」

普
段
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
身
の
回
り
の
も
の
や
産
業
に
利

用
さ
れ
て
い
る
物
に
は
放
射
線
を
利

用
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
製
品
の
展
示
や
実
演
を
交
え

な
が
ら
、
放
射
線
等
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

○
原
子
力
政
策
・
原
子
力
事
業
の
現

状
（
説
明
・
意
見
交
換
）

原
子
力

を
め
ぐ
る
最
新
の
状
況
（
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
、
県
内
原
子
力
施
設
の
現
状

と
安
全
対
策
等
）を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策

局
原
子
力
立
地
対
策
課
　
広
報

企
画
グ
ル
ー
プ

℡
０
１
７
（
７
３
９
）
９
７
３

９■
申
し
込
み
先

総
務
課
　
ま
ち
づ
く
り
班

（
内
線
２
６
１
）

芸
能
発
表
会
を
開
催

鶴
田
町
文
化
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
芸
能
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
、
と
こ
ろ
　

平
成
24
年
９
月
16
日
（
日
）
午
後

12
時
30
分
〜
　
国
際
交
流
会
館
ホ
ー

ル
に
て
※
申
し
込
み
不
要
入
場
無
料

登
山
ば
や
し
、
民
謡
、
三
味
線
、
舞

踊
な
ど
出
演
多
数
。
た
く
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・7月24日（火）、自主防災組織結成に
係る説明会では、行政推進員からさま
ざまな質問が町に寄せられました

「
く
ら
し
」
と
「
放
射

能
」
と
「
原
子
力
」


